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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月20日(2011.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揮発成分の95%以上が、
　　酢酸ｎ－プロピルおよびイソプロピルアルコール
　または
　　酢酸エチルおよびイソプロピルアルコール
の有機溶剤２成分を含有することを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物であっ
て、
　　酢酸ｎ－プロピルとイソプロピルアルコールとの構成比率(重量比)が、
　　　６０：４０から９０：１０
　の範囲であり、
　　酢酸エチルとイソプロピルアルコールとの構成比率(重量比)が、
　　　２０：８０から５０：５０
の範囲であることを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物。
【請求項２】
　高分子ポリオールおよび有機イソシアネート化合物からなり、さらに必要に応じて鎖伸
長剤を用いてなるポリウレタン樹脂組成物を含有することを特徴とする請求項１に記載の
溶剤回収再利用型印刷インキ組成物。
【請求項３】
　請求項１または２記載の溶剤回収再利用型印刷インキ組成物の有機溶剤２成分と、同じ
種類であることを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物用の希釈溶剤。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の溶剤回収再利用型印刷インキ組成物を基材上に印刷
してなることを特徴とする被覆物。
含有することを特徴とする被覆物。
【請求項５】
　請求項４記載の被覆物に複数の塗工、積層または圧着工程を経て得られることを特徴と
するラミネート積層物。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　すなわち、本発明は、揮発成分のうち95%以上が、
　　酢酸ｎ－プロピルおよびイソプロピルアルコール
　または
　　酢酸エチルおよびイソプロピルアルコール
の有機溶剤２成分を含有することを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物であっ
て、
　　酢酸ｎ－プロピルとイソプロピルアルコールとの構成比率(重量比)が、
　　　６０：４０から９０：１０
　の範囲であり、または、
　　酢酸エチルとイソプロピルアルコールとの構成比率(重量比)が、
　　　２０：８０から５０：５０
の範囲であることを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物に関するものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　または、本発明は、上記の溶剤回収再利用型印刷インキ組成物の有機溶剤と、同じ種類
であることを特徴とする溶剤回収再利用型印刷インキ組成物用の希釈溶剤に関するもので
ある。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　さらに、本発明は上記の溶剤型印刷インキ組成物を基材上に印刷してなることを特徴と
する被覆物に関するものである。
　または、上記の被覆物に複数の塗工、積層または圧着工程を経て得られることを特徴と
するラミネート積層物に関するものである。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の印刷インキ組成物に使用される2成分の溶剤としては、作業環境の観点からト
ルエン、キシレンといった芳香族有機溶剤や、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トンといったケトン系溶剤を排除した上で、各種インキ原料の溶解性を確保するには、酢
酸エチル、酢酸ｎ－プロピルなどのエステル系溶剤と、イソプロパノールなどのアルコー
ル系溶剤を用いることが好ましい。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
［参考実施例４］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸ｎ－プロピル１０．０部を窒素気
流下に８５℃で３時間反応させ、酢酸ｎ－プロピル１０．０部を加え冷却し、末端イソシ
アネートプレポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．
０３１部、ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸ｎ－プロピル２３．１部およびイソ
プロピルアルコール３３．６部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリ
マーの溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固
形分３０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリ
ウレタン樹脂溶液（Ｄ）を得た。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
［参考実施例６］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸ｎ－プロピル１０．０部を窒素気
流下に８５℃で３時間反応させ、酢酸ｎ－プロピル１０．０部を加え冷却し、末端イソシ
アネートプレポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．
０３１部、ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸ｎ－プロピル８．０部およびイソプ
ロピルアルコール４２．０を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリマー
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の溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固形分
３０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリウレ
タン樹脂溶液（Ｆ）を得た。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
［参考実施例７］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸ｎ－プロピル１０．０部を窒素気
流下に８５℃で３時間反応させ、酢酸ｎ－プロピル１０．０部を加え冷却し、末端イソシ
アネートプレポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．
０３１部、ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸ｎ－プロピル４６．５部およびイソ
プロピルアルコール３．５部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリマ
ーの溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固形
分３０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリウ
レタン樹脂溶液（Ｇ）を得た。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
［参考実施例８］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸エチル１０．０部を窒素気流下に
８５℃で３時間反応させ、酢酸エチル１０．０部を加え冷却し、末端イソシアネートプレ
ポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．０３１部、ジ
－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸エチル１６．４部およびイソプロピルアルコール
３３．６部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリマーの溶剤溶液７８
．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固形分３０％、重量平
均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリウレタン樹脂溶液（
Ｈ）を得た。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
［参考実施例１１］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸エチル１０．０部を窒素気流下に
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８５℃で３時間反応させ、酢酸エチル１０．０部を加え冷却し、末端イソシアネートプレ
ポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．０３１部、ジ
－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸エチル３２．５部およびイソプロピルアルコール
１７．５部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリマーの溶剤溶液７８
．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固形分３０％、重量平
均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリウレタン樹脂溶液（
Ｋ）を得た。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
［参考実施例１２］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸イソブチル１０．０部を窒素気流
下に８５℃で３時間反応させ、酢酸イソブチル１０．０部を加え冷却し、末端イソシアネ
ートプレポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．０３
１部、ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸イソブチル３２．５部およびイソプロピ
ルアルコール１７．５部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリマーの
溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固形分３
０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリウレタ
ン樹脂溶液（Ｌ）を得た。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
［参考実施例１３］
　アジピン酸と２－ブチル－２－エチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０
００のポリエステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部
、２－エチルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸ｎ－プロピル１０．０部を窒素気
流下に８５℃で３時間反応させ、酢酸ｎ－プロピル１０．０部を加え冷却し、末端イソシ
アネートプレポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．
０３１部、ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸ｎ－プロピル３２．５部およびｎ－
プロピルアルコール１７．５部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプレポリ
マーの溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応させ、固
形分３０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇのポリ
ウレタン樹脂溶液（Ｍ）を得た。
 
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
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［参考実施例１４］
　アジピン酸とブチルエチルプロパンジオールから得られる数平均分子量２０００のポリ
エステルジオール５４．７１９部、イソホロンジイソシアネート３．９８９部、２－エチ
ルヘキシル酸第１錫０．０１０部および酢酸ｎ－プロピル１０．０部を窒素気流下に８５
℃で３時間反応させ、酢酸ｎ－プロピル１０．０部を加え冷却し、末端イソシアネートプ
レポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を得た。次いでイソホロンジアミン１．０３１部、
ジ－ｎ－ブチルアミン０．２６１部、酢酸ｎ－プロピル３２．５部およびプロピレングリ
コールモノエチルエーテル１７．５部を混合したものに、得られた末端イソシアネートプ
レポリマーの溶剤溶液７８．７１８部を室温で徐々に添加し、次に５０℃で1時間反応さ
せ、固形分３０％、重量平均分子量６００００、アミン価３．０ ｍｇＫＯＨ／樹脂１ｇ
、２５℃における粘度６００ｍＰａ・ｓのポリウレタン樹脂溶液（Ｎ）を得た。
 
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
［実施例１－３、参考実施例４、実施例５、参考実施例６－８、実施例９、１０、参考実
施例１１－１４および比較例１－３］
　実施例１－３、参考実施例４、実施例５、参考実施例６－８、実施例９、１０、参考実
施例１１－１４および比較例１－３で得られた希釈印刷インキＡ２からＱ２およびＡ４か
らＱ４を、以下の通り性能評価した。
 
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
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【表１】
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